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は じ め に

- 最近若者たちの間でインテリアがとてもは

やっておりまして,我々の育った時代からみると,

とても想像できないような,こったインテリアが

なされています｡部屋の中に観葉植物をおいたり,

部屋のかべを自分の好きな色に統一したり,床に,

こった木材が使われたりしています｡面白い例で

は部屋の中に,デパートにおいてある,洋服をつ

るすための洋服かけをもちこんで使っている子も

いるんですねoそlしてそこに自分の服を?るした

り,友人をよんでその服をつるしたりするんだそ

うです｡こんな小物もインテリアの中でよく使わ

れています｡

これは子どもたちが部屋を飾れる財力をもつに

いたったという経済力を背景にしてなりたってい

る現象だと思うのですがどうでしょうか?我々は

こういう現象をどうとらえていけばいいんでしょ

うか?井原さんにはこういった現象を心理学的立

場から考えて話していただきたいと思うのですが｡

井原 :ぼく自身は部屋のインテリアにあんまり

関心がないのでなんともいえないんですね｡でも,

部屋を飾るというのはそうとうなエネルギーを必

要とするんじゃないですか?今思いだすーっのケー

スがあります｡ このケースの子は今,高2なんで

すが,中2の頃からかかわっている子です｡最初

相談にみえられたとき,もっとも困っていたのは

下痢だったんですね｡ところが身体の方をいくら

探っていっても何の原因もでてこない｡いわゆる

心身症っていうやつです｡この子がいっか川を流

れてきたサーフィンボードをひろいまして,弟と

いっしょにみがきあげて,それで部屋に飾ってる

んです｡最初の頃は飾っているだけでした｡この

子はなかなかエネルギーの旺盛な子で,衣,フィー

ルドアスレチックの公園に行って身体をきたえる

ようになりますが,昼間は学校へもいかず閉じこ

もっていました｡最後はこのとじこもりが高じま

して,食事もとらなくなった｡夜中に一人こっそ

りとでてきて自分で作ってたべているんです｡

ぼくが面白いと思うのは,下痢という非常に幼

児的な表現しかできなかった子が,とじこもって

巣づくりするかのようにインテリアを飾りはじめ

た｡サーフィンボードもその一つです｡その時期

にものすごいエネルギーがでてきているというと

ころなんです｡とじこもっているようにみえて,

ものすごくエネルギーを使っているんじゃないか?

そう思うんですね｡

この子はこの巣づくりの時期が終ると,今まで

通っていた学校をさっさとやめ,自らの意志で夜

間高校を受験しなおします｡そしてそこで知り合っ

た子と今度は実際にサーフィンをLにでかけてい

きます｡つまり,外にでていくわけです｡こうい

うプロセスをみていると,自分だけの部屋を飾り

つくっていくというのは,自分の世界をつくって
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いくという心のプロセスと何か対応するものがあ

るんじゃないかと思うんですね｡

自分の空間を自分らしく飾るというのはとても

健康な行為なんじゃないかというのがぼくの考え

ですO

- そうですか?実は私は部屋をちらかしっぱ

なしでして,まったく飾らない｡外にでている方

が仕事もはかどりますので,部屋にはあまり目を

向けません｡こういうのは一つの病理なんでしょ

うか?

井原 :いえ,そうは思いません｡部屋の中はち

らかしっぱなしで外にも目が向かないというのは

病気でしょうが,外に目がむいて,家の中を片づ

けるヒマがないというのは最も健康なことだと思

います｡

少しまとめてみます｡自分の身のまわりに関心

がなく,葛藤が身体化され,身体症状になってし

まっているのが最も不健康,外には目が向かない

が自分の身のまわりや,自分の巣を飾ろうとする

のは関心は狭いがかなり健康,外に積極的にでて

いくために部屋の中に関心がないのはとても健康,

そして外ともよくつきあうし,部屋の中もきち

んと飾られている,これはウルトラ健康というこ

とになると思います｡

ただこれはあくまで心理的にみたスケールです｡

- 私はもともとドキュメントが専門でして,･

沖縄支局にいた頃はドキュメント作りの仕事をし

ていました｡沖縄では,街で話しかけると,よく

答えてくれていたんですが,東京ではダメですね｡

この前六本木で話しかけてなぐられてしまいまし

た｡みんなが部屋の中にとじこもって,せっせと

インテリアにこっている｡それは私なんかにとっ

ては社会の病理の表現のようにも思えます｡

井原 :そういう面はあると思います｡ぼくが20

歳の頃｡ということは今から15年前ですが,その

頃は,寺山修司の ｢書をすてて街-でよう｣とい

う本がはやっていました｡つまり,外の方が面白

かったのです｡しかし,今ではもう外が面白くな

くなった｡特に東京の町は管理しつくされている｡

だから,部屋の中にこるんでしょうね｡しかし,

その部屋の中は本当に自由で個性的な空間になっ

ているんでしょうか?

- 私が東急ハンズにいってインテリアのコ-

ナ-できいてきたところでは,その反対のようで

すね｡店員さんに,どんな風にインテリアをした

らいいかと相談し,まかせてしまうことが多くなっ

てきているそうです｡店員さんは,もっと自分の

スケールで自由に選択してほしいとなげいていま

した｡自分の自由になる部屋のはずなのに,そこ

ち,一応の基準に合っていないと不安なんですね｡

また,はやっている小物は1ケ月回転でかわって

いるということでした｡これはインテリア情報誌

が月刊ででていることによるものだということで

した｡つまり,自分の個性でえらんでいるわけで

はないようなんですね｡

井原 :どうやら街だけではなく,我が内なる空

間,部屋まで管理されはじめているわけですね｡

ぼくの知っている人で学生時代とてもアナーキー

な人がいましたが,その人の部屋はタバコの灰で

足の踏み場もありませんでした｡きっと内なる空

間,部屋もアナーキーだったというわけなんでしょ

う｡

少しまとめてみますと,その人の内なる空間で

ある部屋をみると,その人がどういう人なのかが

分かる｡つまり,部屋はその人の人となり,パー

ソナリティの表現の一つだとみることはできない

でしょうか?

また,もう一つ深めてみますと,こういうこと

もいえると思います｡部屋は現代にあっては外と

内のせめぎあいの場所なのではないか,と｡内な

る力は葛藤が身体化 (心身症化)されることをこ

ぼんで,自分なりの表現を部屋に与えようとしま

す｡ところが,外からの力 (状況)は内なるもの,

部屋までも管理し,没個性化しようとしているの

ではないか?こんな風に考えてみると,部屋の問

題はすぐれて1つの状況論になりうると思うので

す .ill)

1.色と人間

- こんどYOUの中で紹介しようとしている

部屋の中に,色を主体にした部屋がでてきますo

それはピンクの部屋,白い部屋,緑の部屋です｡

それからとてもセンスがいいなと思う部屋で黒と

赤をとてもうまく使ってあるものがありました｡

部屋にとって色がどんな意味をもつのか考える
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前に,井原さんがやられた色の好き嫌いのアンケー

トについて聞かしていただけたらと思います｡

井原 :この図をみて下さい (図1,2)｡これ

は,ぼくが非常勤で教えにいっている長野大学の

男
図2 嫌いな色

学生155名にきいた,色のアンケートです｡男性

99人,女性56人です｡好きな色と嫌いな色,それ

に理由をきいてみました｡

まず好きな色からみてみましょう｡注2)男性,

女性ともに1位と2位は青と白です｡理由として

あげられていたのは青が空のイメージと結びつけ

て,すがLがしく,落ちついた世界を感じさせる

というものでした｡また,白は清潔で,どの色と

も調和し,どんな風にも変えることができるとい

う理由などがあげられていました｡舌と白という

女

(男 ･女)

のはタバコのハイライトの色でもあります｡

3位は男女でちがっていまして,男性では縁,

女性ではピンクなんですね｡′この2つの色は嫌い

な方の色としてもけっこうでていました｡緑は好

かれる理由としては,平和で落ちつくし,自然を

連想させるというものなのですが,嫌いな理由と

しては,うっとうしいとか切迫感があるとかいう

ものがあげられています｡人工的な縁は嫌だとい

うものもありました｡確かに,室内におかれた植

物の緑や観葉植物なんかは,とくに夜になるとな

にか,こう気味が悪いという実感はあります｡何
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か,そこに生き物がひそんでいるというかんじで

気味が悪いのではないかと思います｡植物で思い

だしたんですが,センダックの ｢かいじゅうたち

のいるところ｣という絵本の中に.部屋の中が植

物だらけになってしまうという発想があります｡

- それはどういう絵本なのか少し説明しても

らえないでしょうか?

井原 :この絵本なんですが,マックスという少

年が,あんまりいたずらが激しいので,お母さん

に叱られて,｢もうゴ-ンは食べさせません !｣
と部屋に閉じ込められてしまうんですね｡そうし

ますと,部屋の中に木がはえ,やがて森になって

しまいます｡マックスは旅にでて1年が過ぎます｡

そこで出会った怪獣たちをやっつけて,マックス

は王様になって君臨しているわけです｡しかし,

そこでスープのにおいをかぎ,家が恋しくなって,

｢いかないでくれ !｣と頼む怪獣たちをふりきっ

て,1年かけて元の部屋に帰ってくるわけです｡

すると,そこに,ちゃんと母親の用意してくれた

スープがおいてあって,それはまだあったかかっ

たとかいてあります｡このまだあったかかったと

いうところが,このストーリーのミソでして,彼

が2年と思っていたイメージの時間は,まだスー

プがさめないそんな短時間だったわけです｡外か

らみていると,ただゆうこと巻きかない子が,那

屋に閉じ込められたという事件に過ぎないのです

が,子どもの心の中では,こんなにも天駆けるよ

うな空想の世界が展開していたわけなんですね｡

図3 かいじゆうたちのいるところ:センダック

- いや!これはとてもすぼらしい絵本ですね｡

感心してしまいました｡そういえば,今度VTR

で紹介したいと思っている男の子で,部屋中,鶴

葉植物でうめつくしていて,まるでジャングルみ

たいにしているという子がいるんですが,この絵

本を見ていまして,その子のことを思いだしてし

まいました｡

井原 :緑が嫌いと答えた人の中に,切迫感をあ

げた人の気持ち,ぼくはとてもよく分かります｡

緑の中にはなにか生々しい野性がありますね｡

- 色の好悪の話をもう少し続けていただけな
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いでしょうか?

井原 :女性で3位に好きな色としてピンクがあ

げられています｡これは女性だけが選んでいる色

でして,男性には一人もいません｡ピンクという

のは女の子的なイメージのたいへんに強い色だと

思います｡赤ん坊の色,幼ない色,なんでしょう

ね｡ところで女の子の中にもこの色を嫌っている

人がいるんです｡理由は,下品で,イライラして,

落ちつかないというんですね｡つまり,ピンクと

いうのはブリッ子の色なんだと思います｡面白い

ことに,男の子でピンクを嫌いな色としてとりあ



図4 かいじゅうたちq?いるところ:センダック

図5 かいじゅうたちのいるところ:センダック
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図6 かいじゅうたちのいるところ:センダック

げ,｢ピンクが嫌いだというと女の子にもてなく

なるとは思うけど,かんべんして欲しい色だ｣と

いっている人がいました｡棚谷さんなんかどうで

すか?

- 私も,あとで紹介しますピンク一色の子の

部屋に行きまして,これはとても入れない世界だ

と思いました｡しかし,いざ中に入ってみると,

とてもホンワカとした気持ちがして,恋をしたく

なってしまいました｡

井原 :もう,いくつかでましたが,今度は嫌い

な色の方の話に入ってみます｡まず,男女ともに

圧倒的に嫌われているのは紫です｡紫が好きだと

答えた人は全体の中でも一人しかいませんでし鳶 3)

理由としては,俗っぽい,けばけばしい,くどい,

落ちつかない,きついなどがあげられていました｡

また,2位には男性で黒,女性で赤があげられて

いました｡黒はくらさや絶望を連想させ,赤は派

手すぎておちつかないという理由があげられてい
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ました｡この2色は好きな方にも,強い,おちつ

く,神秘的 (黒),情熱的,活動的,あたたかい

(赤)などの理由であげられている色でもあり,

とても個性の強い色なのだと思われます｡したがっ

て,こういった色を使うと,うまくいけば,とて

も個性的になるが,失敗するとみっともなくなっ

てしまう｡個性の強さというのはそんなものでは

ないかと思います｡

今回の調査は,ぱく然と,好きな色 ･嫌いな色

ときいたのみです.月別こつかうとしてとか,部屋

のカベの色としてとき桝ゴまたもう少しちがった,

そして,それ故に,もう少し限定された結果がで

てくると思います｡

- 色の好き嫌いから分かるさまざまなことに

ついてはこれぐらいにしまして,今度番組の中で

使用する予定の,色を主体にした部屋のVTRに

ついて少し感想を聞かせてもらえないでしょうか?

井原 :どうぞ｡話して下さい｡



- 3つの事例について紹介します｡ピンクと,

白と,縁です｡まずピンクの部屋の少女の話題か

らいきます｡彼女は女2人姉妹なんです｡お父さ

んは亡くなったので現在は母親と女3人で住んで

います｡以前はブルーの部屋だったんですが,母

親は,色の好みはかわっていく,ピンクなんてい

う女の子らしい色を使えるのは今だけだからとい

うことで,ピンクに変えてあげたんだそうです｡

井原 :ブルーからピンクへですか｡お父さんが

l=くなった,その雰囲気を少しでも明かるくしよ

うとしているんでしょうか?ピンクというのはや

はり少女の色ですね｡悪くするとぶりっ子の色に

なってしまう｡そのあたりが,嫌う人も多いとい

う理由なんでしょうね｡

- 今,ぶりっ子という話がでましたけれど,

この子の部屋には,松田聖子のポスターが貼って

ありました｡また,この3人は野球が好きで,し

かも,それは高校野球だけなんですね｡金魚をかっ

ていまして,一匹一匹野球選手の名前がつけてあ

るということです｡

井原 :高校野球というとけがれなき,純粋なも

のという連想が思いうかびます｡やはり,けがれ

のない少女時代,そういうものへの志向性が,こ

の家を形づくっている土台としてあるのではない

でしょうか?

- なるほど｡じゃあ,次は白い部屋にすんで

いる高校生の女の子です｡この家は外も中もみん

な白なんです｡白というのはお父さんの好きな色

でして,お父さんはやっと念願のマイホームを建

てたんですね.この子は着ているセーターも白で

した｡ゴチャゴチャしているのは嫌いということ

で,ポスターなども貼ってありませんでした｡で

ち,これから少しずつ自分なりのポイントを白に

つけていきたいといっています｡

井原 :白を好きな理由として,①何色にも染っ

てないということと㊥何色にも変えていけるとい

う理由があげられていました｡この家をたてたの

が,父親というところが,ぼくは大変面白いと恩

いました｡この子はきっと,父親のいうことをよ

くきく,｢いい子｣なんでしょう｡父親色である

白にすなおに従っているわけです｡ユング派の用

語を使わしていただくと,｢父の娘｣ということ

になると思います｡しかし,そこから独立し,自

立していくために,自分なりの色をみつけ,自分

なりのポイントを是非つくっていって欲しいと思

います票4)
- 次は緑の部屋ですoこの部屋の住人は,実

は若者ではなく,30代後半のおばさんなんですね｡

この人は,部屋のカベを緑の森林風にしているの

みではなく,電話カバー,テーブル,椅子,スリッ

パにいたるまで全て緑なんです｡果ては,自分の

着ている服まで縁なんです｡この人は高校の先生

をしていまして,教え子の男の子と結婚したんだ

そうです｡

井原 :変わった人なんですね｡まさに縁のおば

さんなんですね｡緑のおばさんが,子どもたちを

交通事故から守る安全の象徴であるように,縁は

安全を意味すると思います｡縁のおばさんとその

夫である年下のダンナさんはこの安全さの中で,

お二引 にヽ憩いを感じつつ暮しているんでしょうか?

しかし,緑一色というのは,こってりとしていて

こっているなという感じがしますし,一種独特の

なまなましさを感じます｡コンクリートジャング

ルの中に,青々とした緑があったら,そこだけも

のすごく生々しくなってしまうのではないでしょ

うか?中年女性のもつあまりにも生々しい,色気

とも通じるものがあるかもしれません｡

- 最後にもうーつつけ加えたいのは,赤と黒

の部屋です｡この子の部屋は,木の床,白のカベ

なんですが,インテリアが黒,ウインドウが赤な

んです｡今回見さしてもらった部屋の中ではもっ

ともセンスのよい部屋でした｡ただ,この子自身

は少し太っていて,あまり印象に強くのこらない

子でした｡男の子にはあまりもてないかもしれま

せん｡

井原 :センスは一等賞というところなんでしょ

うね｡先はど色の好みのところでもいいましたよ

うに,黒とか赤というのは大変個性の強い色なん

ですね｡ですから,そういう組み合わせをつかっ

てしかも嫌な感じになってないということは恐ら

らくとてもセンスがいいんでしょう｡芸術家とし

ては最も成功するタイプでしょう｡きっと個性も

強い人なんだと思います｡

- お話しをうかがっていて,多少決めつけて

いるようなところもありましたが,成程,色とい

うのはなかなかその人の心の状態やパーソナリティ
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をよく表わすものなのだなあということが分った

ような気がいたします｡

井原 :最後にもう一言つけ加えますと,部屋は

その人のプライバシーの場所,いわば秘密の場所,

自由な場所であるわけですから,自分の好きなよ

うにやっていいんだと思います｡基準なんていう

ものはなくていいんじゃないですか?その中まで

人に相談してあなたまかせというのはひどくつま

らないことのように思えます｡ただ,自室にも人

を招くことがあるわけですから,人にみせるもの

であるという部分もあることは否めません｡部屋

もある種の基準に合わせようというのは,人とあ

まりにも違った個性をもつのは怖いという現代人

の特徴なのかもしれません｡

2.物と人間

も使いこんでいればいるだけ,手アカがしみこみ

ます｡私の知人で,英語の辞書をめくると,その

肌ざわりに心が落ちつくという人がいました｡今

から15年以上前,まだ大学受験の頃の話ですけれ

ど,この人にとって,辞書はまさに大学に通して

くれるお守りにまでなっていたんだと思います｡

そういえば先はどの例の中に,お守りそのものと

いうものもありましたね｡どんなお守りですか?

- 氷川神社のお守りで,大学受験用だそうで

す｡

井原 :多分,今お話しした辞書と同じ意味でしょ

うね｡

- ところで井原さんがもってきて下さる,一

品は何ですか?

井原 :石です｡

- えっ｡石｡どんなのですか?

井原 :これです (図7)0

- 今回の企画では,部屋の中においてある小

物を一点,｢私の一品｣と称して持参してもらお
うと思っています｡小物も大事なインテリアの一

部であるというわけです｡今度,井原さんと共演

する写真家の瀬戸山和樹さんは,女性とその部屋

をテーマにしてずっと撮り続けている人なんです

が,彼がいうには,女性がひっこしして,そのた

びにいらないものはすてて,まるで脱皮するかの

ようにとびたっていくのに,その中にいっまでも

大事にもち続けている一品があるというんですね｡

そういう風にずっと変らない物こそが真の ｢私の

一品｣になるのではないかと思うのですが｡

井原 :どんな例がありますか?事例をあげて下

さい｡

- 例えばリカちゃん人形だとか,お守りだと

か,ビールの空カンだとか,ぬいぐるみもけっこ

うありますね｡英語の辞書をもってくるという人

もいます｡

井原 ;物と人間との間にある関係は,大切さと

いうことでいうならば,なじみのあるなしにかか

わってくるところが大きいと思うのです｡なじみ

のあるものは,何か人を安心させる作用があると

思います｡今言われた例でいいますと,リカちゃ

ん人形だとか,ぬいぐるみというのは,その子の

手あかや臭いのしみついた大切な物なのだと思い

ます｡英語の辞書というのもそうでしょう｡これ
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図7 石:筆者が小6の頃指宿海岸にてひろったもの

- 面白い形をしていますね｡山にも見えるし,

靴のようにも見えますね｡

井原 :これは小学校6年生の時,ぼくの生れ育っ

た鹿児島の指宿というところの海岸で見つけたも

のです｡仏様に飾って長いこと,もう拾ったこと

さえ忘れていました｡ところが,ぼくが婚約者を

連れて親にみせに田舎に帰ったとき,田舎でみた

アルバムの中に,この石をみつめて海岸に立って

いる′ト6のぼくの姿があったわけです｡それを見

て彼女は,｢石をみつめる内向的な少年だったの
ね｣といいました｡そのときぼくは,はっと思っ



たのです｡あっ!ぼくはこのとき自分の内面と対

話していたのだと｡石が自己 (self)の象徴であ

るとユング心理学の人たちが考えているというこ

とは,後年知ったことでした｡

今,棚谷さんは靴のようにも見えるとおっしゃ

いましたが,まさに靴をはいて歩きだそうとして

いたのかも知れません｡

石といえば,ぼくのみていた子が,心の病 (て-

んかんの精神運動発作)から立ち直っていくプロ

セスの中で,父親と石をひろいに山にでかけるよ

うになったことがあります｡この子もまさに,大

いなる自然と大いなる自己 (self) (-石)に出

会おうとしていたような気がしてなりません｡ケ

ルンというのがありますね｡小石を1つずつ,つ

みあげて最後に塔になっていく｡人間は基本的に

何かをつくっていくものかもしれません｡ぼくの

家の1歳4ケ月になる女の子も,積木が大好きで,

ツミキツミキと大騒ぎします｡人間にはつくると

いう衝動があるのかもしれません｡それが自己

(self)をもつくりあげようという志向性として

現れるのかも知れませ遭 5)

- 井原さんはこの石を今も家に飾っていらっ

しゃるのですか?

井原 :いえ,これは,棚谷さんと話していて,

実家から黒ネコヤマトの宅急便で送ってもらった

ものです｡用が済んだらまた送り返そうと思って

います｡これは実家の仏様のところにあげてある

石なんです｡ぼくが結婚するまで,この仏様のと

ころでぼくのお袋は陰膳をあげていたんだそうで

す｡これは小さい-チに家を離れている人の無事

をいのって膳 (ごほん)をもるというものです｡

つまり,ぼくはこの石をそこにおいておきたいの

です｡ぼくにとって物とはそういうものだと思い

ます｡物,大切な物はもう心の中にあり,心の中

の一部としてあるのです｡そういう姿が理想だと

思います｡

- 井原さんは物から離れていくことが心の成

長であると考えているわけですか?

井原 :そういえると思いますし,物から離れて

いても安心していられる,つまり物が完全に心の

内に内面化されていて,いっでも取り出せるよう

になっている,これが最高だと思います｡心は一

生持ち運びできる非常にコンパクトになった入れ

ものだと思うのです｡

- 青年たちの心について考えるときにもその

考えは有効ですか?

井原 :有効だと思います｡

- それでは今度は物に焦点をあてて,インテ

リアを見ていきたいと思います｡最初にVTRで

紹介したいと思うのは部屋の中にカウンターバー

をつくってしまった20歳の青年の例です｡一人ぐ

らしの専門学校生です｡8畳はどの部屋を改造し

て,カウンターバーをつくったんです｡まわりに

は低い椅子が置いてあります｡また,窓枠が貼り

つけてあるんですね｡そして,窓のむこうにはポ

スターがあって,ニューヨーク･マンハッタンの

夜景と新宿の夜景があるんです｡

彼はまた,ここで部屋を暗くして友人と飲むん

ですね｡フスマの上のカモイのところですか?あ

そこにはガードレールがつけてあって,高速道路

が走っている｡そこにはミニカーが置いてあるん

ですね｡そして部屋にはモデルガンがおいてあり

ます｡

井原 :ずい分色んな小物が置いてあるんですね｡

その部屋で,彼と同じぐらいの年齢の男どもが集っ

て暗やみの中で酒をのんでいる図を想像しますと,

男の子がまだ,男になりきれず,くすぶっている

という実感が湧いてきました｡高速道路,車,ガ

ン,みんな男性的年もの,力強いものの象徴です

よね｡そういうものにあこがれているんでしょう｡

カウンター･バーも西部の荒らくれ男を連想して

しまいます｡

しかし,そこにあるのはモデル (にせもの)の

ガンであり,ミニ (小さな)卓であるわけです｡

窓の外にはマンハッタンが広がっていますが,彼

ら自身はにせものバーの部屋の中でうごめいてい

るのです｡こういう連想全てが,大人の男になろ

うとして成り切れずにいる青年たちの莫剣さと,

こっけいさ両方を象徴しているようにぼくには思

われます｡

それと同時に,こういったプライベートな部屋

の中で酒をくみかわし,ロールプレイとしての大

人の男を演じることで,来るべき外の世界での実

践に向けて,リハーサルが行なわれているとみる

こともできると思うのです｡ここには幼児に見ら
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れる ｢ごっこ遊び｣の再来をみることもできると

思います｡部屋はまさにそういった積極的な意味

ももっていると思うのです｡

- 次にやはり小物が大活躍している部屋なん

ですが,女子大生の部屋でロフト風というんです

か?舟の客室風になっている部屋に住んでいる子

がいます｡この子はアパートに住んでいまして,

部屋の中に中2階のどときスペースもあるわけで

す｡この子は部屋のカベに自分の作ったパネルを

はめこんでいます｡スタイリストを目指していま

して,この子自身置き物になりそうなかわいい子

です｡自分をオサムちゃんと男名で呼び,竹の子

族風の服をきています (この人が録画当日着てき

た服は共演者の北村信彦さんのデザインしたもの

であった｡北村さんは小泉今日子 :キョンキョン

の服もデザインしたんだそうである)｡この子は

坂本竜一と竹中直人がすきだということで,自分

でも竹中直人の真似をしてくれました｡

井原:大変はではでしい女の子なんですね｡そ

こまで部屋にこっているということはそういった

方面の専門家をめざしているためでしょうか?部

屋自体が,スタイリストになるための勉強の場,

練習の場ともなっていると思います｡竹中直人っ

ていうのは,笑った顔をしながら怒ってみせたり,

怒った顔をしながら泣いたりという自我分裂した

ような芸をやる人ですよね｡ (はい)ああいう芸

の真似ができるということは,そうとう自分をつ

きはなしてみないとできないことだと思うのです｡

自分のことを男名でよぶといったって,本人は生

理的に女性なわけですから,そうとう突き放さな

いとオサムちゃんはつらぬけないと思うんですね｡

棚谷さんはこの子自身置き物といわれたけど,自

分そのものも客体化されて置き物になってしまっ-

たんじゃないですか7

- そうです｡この子は自分の服を部屋の連続

体として考えていて,部屋と連続した置き物にし

ようとしています｡

井原:まさに,恐るべき世代ですね｡くるもの

がきたという感じだなあ｡カタログ世代ここに極

まれりといったところですね｡

ぼくが面白いと思うのは,自分を男性化すると

いっても,ゴリラのような男をめざすわけではな

いということです｡坂本竜一という中性的な男性

にあこがれるというところが面白いですね｡モノ

セックスなんですね｡こういう子は自分を状況,

つまり外にすっかり合わせてしまい,客体化して

しまったという点で,プライバシーのない,ある

意味では病人,健康すぎる病人といえるのではな

いかと思います｡冒頭のところで,インテリアに

こるなんていうのは世紀末的で病理の表現じゃな

いかと棚谷さんがいわれたけれど,世紀末の病気

というのはこうした ｢健康すぎる病｣として現れ

ているんじゃないでしょうか?自分でも言ってる

ことがよく分んないとこもありますけれど (笑)0

- もっとすごい人がいるんですよ｡次に紹介

したいと思っているのは,やはり大学生の男の子

なんですが,部屋の中に自転車をつりさげている

んですね｡

井原 :本当ですか?!

- それから靴を並べてインテリアにしていま

す｡きわめつけはハンモックにズボンを並べてい

るんです｡これらはすべて実際に使っているもの

なんですね｡

井原 :なんだ｡それじゃインテリアじゃなくて,

外で使うものを家の中に整理しているだけじゃな

いですか?不精なんですね｡

- この子には自己主張がありまして,アメリ

カ人は外で使うものを家の中に持ち込むじゃない

か｡ぼくはそういう生活をしたい｡外を内-だと

いうんですね｡

井原:理屈の方はいまいちピンと来ませんけれ

ど,今までみた3人の中では最も健康な入ってい

う感じがしますね｡外で遊んで帰ってきて,家は

ただのねぐら,そういった生活が学生にとっては

最も健康な生活だと思いませんか?ぼくはこの人

はいちばん好きになれそうですね｡

また,この人の自己主張とやらの中に,今どう

してインテリアなのかということの答えがあるよ

うに思います｡つまり外 (街)を内 (インテリア)

にもちこんでしまったんでしょうね｡

- 共演する写真家の木村恒久さんは街にでて

も面白いこ◆とがないから内 (インテリア)にはげ

むんだけれど,しかしその内だって没個性で管理

されつくしているといっています｡

井原 :しかし,そうした状況下にあっても,人

間っていうのはたくましいんですね｡いろんなも
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のをつく-つてしまうんですねOそんな気がして圧

倒されてしまいます｡

3.部屋と人間

- ここまでインテリアについて,色や小物と

の関連からいろいろ考えてきました｡ところでこ

のインテリアの入れ物,容器である部屋というの

は人間にとって一体何なのでしょうか?そのあた

りのことについてこれから考えてみたいと思いま

す｡

井原:部屋論ということですね｡

- 私は今回の企画を立てましたときに,はじ

めのうち考えていたことは,スタジオ内に3つ部

屋を用意しまして,代表的な3人の人を選び,そ

の人たちに1時間の間にインテリアをしてもらお

うと考えていました｡そして,できあがったもの

について,様々な立場から論評を加えていただこ

うと,こう思っていたのです｡インテリアにつか

うものについては東急-ンズの方で全面的に協力

するという約束をとりつけてありました｡

井原 :即席でつくったものを評価するというの

はとても面白いと同時になかなか大変ですね｡

- 箱庭療法というのがありますね｡あれは心

理療法の中ではどんな風に位置づけられているん

でしょうか?

井原 :芸術療法の一つとみていいと思います｡

ただ,理論的な枠組としてはユング心理学の考え

方がそのバックボーンをなしています｡ここ暗

できあがった作品をひとつもってきました｡この

絵がそうです｡ (図8,9)これはぼくの友人の

三沢英夫くんが,患者さんのつくった作品をもと

にして,絵にしたものです｡

ところで,YOUのスタジオにきた人に自由に

部屋のインテリアをつくってもらうとすれば,そ

れは,｢箱部屋療法｣とでも名づければいいと思
います｡けっこう面白い企画ですねofi6)ぼくは,

もともと,人間がインテリアするということの中

には治療的な意味があるんだと思います｡という

よりも人間にとって,何事かを表現するというこ

とはとても健康な行為だと思います｡例えば心身

症の子どもたちというのは,表現がとても下手な

子たちだと思うんですね｡表現が下手だから,身

図8 箱庭療法の一例:三沢英夫による

図9 箱庭療法の一例:三沢英夫による

体にでてしまうんと思うんです｡ぼくは,人間と

いうのはどうしても表現してしまう存在であると

思います｡表現の仕方が分からなかったり,抑圧

していたりすると,身体にだしてしまうんだ,そ

んなイメージをもっています｡

- 井原さんは部屋のイメージをどんな風にと

らえているんですか?

井原 :以前,子どもが生まれるとき,ぼくの妻

が妊娠中に知人の木村涼子さんから,赤ちゃんが
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生まれるまでのプロセスを,子宮を部屋にたとえ

て描いた本をもらったことがあります｡子宮とい

ういごこちのいい部屋にすみついた赤ん坊がすく

すく育ち,部屋がきゅうくつになって外にでてく

る｡それが出生であるというイラストでした｡こ

の考え方をヒントに少し考えてみたいと思います｡

そうすると,この子宮といういどこちのよい部

屋に入りきれなくなった人間が自分の大きさに合

わせて作っていくのが,部屋だということになる

と思うんですね｡この部屋は最初,母親と同居の

部屋ですが,だんだん自分自身のプライベートな

部屋をはしがります｡そして家をで,下宿して,

結婚し,新しい部屋の集合体としての家 (家族)

をつくるわけです｡この家をっくった人,父と母

はやがて,子どもが独立して家をでると老いぼれ

最後はカンオケ,あるいはお墓という柊のスミカ

に入るのではないか｡そして宇宙という部屋の中

にとびたつわけです｡

つまり,人は母の部屋から生まれ,母なる大地

に戻っていくわけです｡

- ずい分莫大な考え方ですね｡是非放送でそ

の話をして下さい｡

井原 :ぼくは一時期,古墳にとてもこったこと

があります｡人はなぜこんな大きな墓をつくった

んだろうと｡しかし,古墳は墓というより,死後

の部屋なのだと考えるとその謎はとけるような気

がします｡高松塚古墳などに描かれている壁画を

見ますと,あれはもう宇宙なんですね｡ちっぽけ

な墓にとじこめられるのではなく,死んで宇宙の

中に復活し,すみつくのだと考えると,あんなに

も大きな墓 (-部屋)をつくった意味が分かるよ

うな気がするのです｡

そして,ぼくはもう一つの妄想をもっています｡

それは古墳の中に,朱塗りの石棺があったという

記事 (朝日新聞,昭和60年9月26日朝刊)から連

想した事なんですが,古墳の石室は子宮の中,つ

まり赤い部屋なのではないかということです｡妄

想もここまでいきますと,前方後円墳が女の人が

股をひろげて座っている姿のように見えてくるか

ら不思議です｡この図 (図10)をみて下さい｡そ

うすると,石室のある位置が丁度人体でいうなら

ば子宮のある位置だということがよく分かると思

います｡こんなへんなことを考えるのはぼくだけ

かと思っていたら,山口昌男さんは,リオ族の家

屋について,それは女性の体そのものを図案化し

たものなんだという説をたてておられますO次の

-38-

ような図があげてあります (図11)｡ぼくはこの

図をみて,こんな自由な発想をする人がいるのか

と嬉しくて夜もねられなかったのをよくおぼえて

います｡

- だんだんついて行けなくなったので,その

話はこの辺にして下さいO
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図11 家屋の構造に女性の休を比定した模式図

(縦の点線は家屋の柱,横の点線は梁)

:山口昌男による

井原 :はい,分かりました｡

- 今のお話しで,部屋は人間が一生つきあう

不思議な容器であることがよく分かりました｡と

ころで,人間はなぜその容器を飾る,つまり,イ

ンテリアをほどこすのでしょうか?

井原 :動物行動学の中にテリトリーという考え

方があります｡日本語にしますとちょっとまずい

訳ですが,なわぼりということになります｡例え

ば犬は自分のテリトリーの中にオシッコをして臭

いをつけますね｡あれが,インテリアの原初形態

ではないかと思うのです｡

ぼくはたてたばかりの真新しい部屋に入ると,

確かにきれいでいいなとは思うものの,同時にも

のすごく不安になります｡それは,そこに自分の

臭いがないからだと思います｡

例えばひっこしをするとよく分かると思うので

すが,そういう部屋に対してやることはカベでも

どこでもいい,どこかにさわって,自分の臭いを

つけることです｡そして,そこに住むことに決め

自分の道具を入れます｡自分風にインテリアして

いくうちに, (つまり,自分風に臭いをつけてい

くうちに)そこは自分のテリトリーになるのです｡

しかし,この部屋をまたひっこしのために去る

とき,道具をだし,ゴミをだし,もぬけの殻になっ

た部屋,ガランとした部屋をみると,そこにもう

自分の臭いはなく,自分のテリトリーではなくなっ

ているのです｡

そのような意味で,部屋はまさに自分の一部な

のです｡

- 自分の一部という意味では服にもそういう

ことがいえませんか?

井原 :その通りだと思います｡その意味で,部

屋のインテリアと服の好みには共通するものがあ

るかもしれません｡2つとも,距離はだいぶちがっ

ていますが,人間の身体の1部であり,人間のJL､

の外化されたものであると思います｡もう少し図

式化すると人間の心に近い憶に<身体>-<服>

-<インテリア>と並べて考えることができると

思います｡

このように考えてきますと,人間が服にこった

りインテリアにこったりする限り, (大胆な仮説

ですが)人間が心身症になることはないと思いま

す｡冒亘副こあげた子のことを思いだしてみて下さ

い｡彼は,下痢という心身症がなくなる頃から服

にこり,インテリアに凝りはじめたのです｡もう

少しいいますと,心身症という即日的な状態の中

では,人間は,服とかインテリアといった対象化

されたものに心を拡大していけないのだと思うの

です｡

- 井原さんは,人間が本当に自分を表現でき

れば病気にならないと思っているのではないです

か?

井原 :その通りです｡

おわりに

- 井原さんからは色の心理ということをきく

予定だったのですが,話題が思いがけないところ

にまで広がりとてもうれしく思っています｡今度

の出演の人はそれぞれパワーのある人なのでその

辺を十分だしてもらえれば,とても面白いものに

なるのではないかと思います｡ただ収拾がつかな

くなる恐れはありますけれど｡ゲストの人はみな

さんとてもオシャベリな人ばかりです｡中尾 ミエ

さんがそうですし,あの人はとても面白い人です｡

20歳でもう自分の家をつくったんだそうです｡

井原 :木村さんというのはどんな人なんですか7

- この人もはっきりした考えをもった人で,

街に祭りがなくなった｡その代りにインテリアを
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やってるんだろうけれど,みんな個性的にやって

いるとみえて,みんな画一化されている,管理さ

れている｡そういう考えのようです｡北村さんて

いうのはまだ22歳の少年で して,まあ一種の天才

少年だと思います｡

井原 :みんなすごい才能をもっているんですね｡

ぼくなんか写真もイラス トもとてもできないし,

いわんや服のデザインなんて考えたこともないで

すからね｡

- しかしね｡井原 さん,私は思 うんですけれ

ど,インテリアなんかにこるなんて社会の病理現

象だと思うんですよ｡そういうことをとりあげて,

なんで若者のお守りを しなきゃいかんのかと思う

んですけれどね｡若者なんてのは大人にたたかれ

て,そこから成長していくものだと思うんですよ｡

井原 :同感です｡ しかし,そういうことをぼく

はとても番組の中でいう勇気はありませんね｡

- 今,ふっと思いっいたんですが,私はゲス

トに藤原新也を呼びたいなあ｡

井原 :えっ｡あの ｢東京漂流｣の藤原さんです

か ?

- ス.ス.0

井原 :藤原さんはぼくも大好きだから是非よん

で下さい｡

- じゃ,これで,私は家に帰って出演交渉を

します (このあと,棚谷さんはタクシーで帰って

いった)票7)

注1)｢せめぎあいの場所｣として部屋をみる発想か
ら,登校拒否を考えてみるとどのようなことがいえるだ

ろうか?登校拒否児は外 (学校)にもいけず,内 (両親)

からも退いたてられるとき,自室に閉じこもりカギをか

ける｡また,それが不可能な場合,トイレや風呂場など

に逃げこみ,たてこもる｡これはまさに外にも内にも居

場所がないことをよく表していると思う｡この子どもた

ちは,固有な領域としての自我をまだ形成していない｡

したがって固有な領域としての部屋,トイレ,風呂場な

どを求めるのである｡彼らの精神の中に固有な場所とし

ての自我を形づくる努力がなされない限り,治療は単な

る適応主義に陥ってしまうであろう｡

注2) アンケートの細部について記載しておく｡好

きな色,嫌いな色について,全体,男,女の順にのべるo

罪,女のところに,それぞれ,その理由を挙げておいた｡

被験者は長野大学学生で筆者のカウンセリングの講義を
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うけているものである｡

好きな色 (全体)Nご=155

青 40

白 33

緑 17

黒 15

赤 12

黄 10

紺 9

ピンク 5

灰 4

カーキ色2

ベージュ2

オレンジ2

(その他,シルバー･メタリック,栄,からし,ペパー

ミントは各1名であった｡)

好きな色 (男)N-99

青 25 (清々しい,すみとおった,などむ,請

ちつく,広い)

自 22 (清潔,どの色とも合う,どんな風にも
変えられる,落ちつく,何もない状感)

緑 13 (自然 :山,木,価,田舎;平和,落ち

つく)

黒 11 (強い,染らない,神秘的,落ちつく,

はっきりしている)

赤 9 (活動的,生きている,情熱的,暖かい,

しみじみ :夕日)

黄 5 (明かるい,暖かい,落ちつく)

紺 5 (落ちつき,やさしい,日本的)

灰 3 (落ちつく)

カーキ色2 (丈夫)

(その他,栄 :夕薯の色,シルバー･メタリック:しぶ

い,からし色,オレンジ:落ちつく)

好きな色 (女) N-56

胃 15 (落ちつく,安心,透き通った,深い,

周りに合わせて変わる,母の好きな色)

白 11 (清潔,どんな色にも染められる,きれ

い)

ピンク 5 (やさしい,女の子らしい.かわいい)

黄 5 (明かるい,暖かい,柔らかい)

緑 4 (やさしい,明かるい,植物的,落ちつ

く)



黒 4 (高貴,強い,落ちっく)
赤 3

ベージュ2 (柔らかい,やさしい)

(その他,灰 :落ちつく,オレンジ:暖かい.ペパー

ミント:明かるい)

嫌いな色 (全体)N-155

紫 36

灰 23レ
黒 18
赤 17
茶 12
ピンク 12
黄 7

緑 6

ぐんじょう色2
エンジ 2

なし 2

(その他,育 ,白 ,オレンジ,ベー ジュ,かび色 , ど
どめ色 ,メタリック,にごった 色 ,くすんだ色,く さ っ
た色,はっきりしない色 各 1名｡)

嫌いな色 (男)N-99

紫 22 (俗っぽい,けばけばしい,淫乱,く

どい,落ち込む,しつこい,きもち悪

い)

黒 15 (暗い,絶望的,汚い,怖い,人を馬

鹿にしたような)

灰 14 (陰気,絶望的,虚無的)

茶 10 (暗い,はっきりしない,じじ臭い,

うんち色)

赤 9 (落ちつかない,血のよう,怖い,派

手)

ピン ク 8 (落ちつかない,軽薄)

黄 7 (目立ちすぎる,ケパケバしい,神経

を逆なでされる)

ぐんじょう色2 (汚れた)

なし 2

エンジ 2

(その他,育 :さめた,緑,かび色,どどめ色 :汚い

ベージュ:ふやけそう,オレンジ,白:汚れやすい,

メタリック系)

嫌いな色 (女)N-56

紫 14 (けばけばしい,落ちつかない,きつ

い,暗い,冷たい)

灰 9 (暗い,汚い,中途半端)

赤 8 (落ちつかない,派手,怖い,強すぎ

る)

緑 4 (切迫感,人工的,うっとうしい)

茶 4 (落ちつかない,戦争のイメージ:中

原中也より,汚い)

ピンク 4 (下品,イライラ,落ちつかない)

黒 3 (暗い,不潔)

けばけばしい色 2

(その他,オレンジ:落ちつかない,ベージュ,にどつ

た色,くすんだ色,くさった色,はっきりしない色,

なし各 1｡ )

注3) 当日の録画どりの中で,この話題を提供した

ところ,紫は今年の流行色だと中尾ミエさんは反論した｡

世の中には明かるい性格が好きな人もいれば,暗いのが

好きな人もいる｡それはその人の個性なのであって,何

色が好きな人がいても,いっこうに構わないわけである｡

色の好悪は価値判断とはまったく別次元のことである｡

ただ,一般に,みんなが嫌う色というのはそれだ桝こ着

こなしがむずかしく,うまくいけば個性的だが,一歩ま

ちがえると,とんでもなくダサクなってしまうと思う｡

注4) 録画取り当日,筆者はこの女の子のとなりに

座った｡放送中,色々話した印象も.筆者が会う前から

考えていたものとほとんど同じであった｡この女の子は

大切にしている一品として,かわいらしい2匹の,おっと

せいを持ってきていた｡とても育ちのよいお嬢さんとい

ういでたちであった｡その部屋の特徴 (この場合は自)

ということが,こんなにもその人自身を映しだしてしま

うものなのかと筆者自身感心してしまった｡

注5) 録画取り当日,やはり会場に石をもってきて
いた高校生がいたO彼は八ヶ岳の頂上でそれを拾ったと

いう｡こんな高校生もまだいたのかと筆者はかっての自

分に出会ったように嬉しくなってしまった｡

また,筆者の石は録画取りの中では紹介されずじまい

だった｡それは,みんなのもってきた小物を使ってスタ

ジオ内の小部屋をインテリアしようという企画に使われ

ている最中に,筆者の出番がまわってきたためである｡

筆者としては紹介できず残念な気もしたが,そんな風に

使われてこそ,この石の役割はまっとうされるのかもし

れないと思った｡物は心の中にあってこそ生きる!ので

あると｡

後日,TVに放映されたものをみていたら,この石は

他の小物にまざってちゃんと映しだされていた｡つまり,

石はちゃんと出演していたのである｡

注6) 残念ながらこの試みは様々な事情で実現しな

かった｡かわりに,みんなのもちよった小物を使って男

女3人ずつの代表が,それぞれ,男のインテリア,女の
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インテリアというものをつくったが成功したとはいいが

たい｡とても雑然としたものになってしまった｡筆者は.

もともとインテリアというのは極めてプライベートなも

のであると思う｡それを集Eilでやろうとしたところに,

ちぐはぐさが生じてしまったのだと思う｡

注7) 藤原さんは0.K.されなかったのか?出演

されなかった｡
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